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(57)【要約】
　送風機（２）のための吸引取付具（１）であって、空
気入口（４）を有する流入空気通路（３）と、吸引入口
（６）から出口（７）への貫通路（５）と、を具備し、
流入空気通路（３）は貫通路（５）の孔部（８）におい
て終端し、ポート（８）は、貫通路（５）を通って吸引
入口（６）から離れる方向に流入空気通路（３）からの
空気流を向けるように位置させられ、空気入口（４）は
、取り外し可能で再係合可能なように、送風機（２）の
空気出口（１０）に取り付けられることができる取付表
面（９）を有する。こうして、空気入口（４）に接続さ
れる送風機（２）によって、空気入口（４）へ導入され
る空気流は、空気流にごみを乗せるように、吸引入口（
６）から出口（７）への空気流を引き起こすであろう。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機（２）のための吸引取付具（１）であって、
　空気入口（４）を有する流入空気通路（３）と、
　吸引入口（６）から出口（７）への貫通路（５）と、を具備し、
　前記流入空気通路（３）は前記貫通路（５）のポート（８）において終端し、前記ポー
ト（８）は、前記貫通路（５）を通って前記吸引入口（６）から離れる方向に、前記流入
空気通路（３）からの空気流を向けるように位置させられ、前記空気入口（４）は、取り
外し可能で再係合可能なように、前記送風機（２）の空気出口（１０）に取り付けられる
ことができる取付表面（９）を有する吸引取付具。
【請求項２】
　前記流入空気通路（３）は、前記貫通路（５）の少なくとも一部分（１２）を取り囲む
外郭部（１１）を具備する請求項１に記載の吸引取付具。
【請求項３】
　前記外郭部（１１）及び前記貫通路（５）の前記一部分（１２）は、円筒状及び／又は
同軸状である請求項２に記載の吸引取付具。
【請求項４】
　前記流入空気通路（３）は、前記空気入口（４）と前記外郭部（１１）との間の流入管
（１３）を具備する請求項２又は３に記載の吸引取付具。
【請求項５】
　前記流入管（１３）及び前記外郭部（１１）は、内側断面積（Ａ1，Ａ2）を有し、前記
流入管の内側断面積（Ａ1）は前記外郭部の前記内側断面積（Ａ2）より小さく、前記流入
空気通路は前記流入管と前記外郭部との間の変移部（１４）を具備し、前記変移部は前記
流入管の断面積から前記外郭部の断面積へ滑らかに変化する断面積を有している請求項４
に記載の吸引取付具。
【請求項６】
　前記流入空気通路（３）は、前記ポート（８）を通り９０度より大きく方向変換する請
求項１から５のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項７】
　前記流入空気通路（３）は、前記ポート（８）を通り滑らかに方向変換する請求項６に
記載の吸引取付具。
【請求項８】
　前記ポート（８）は、前記ポートの出口の幅ｗより大きな曲率半径ｒ1を有する請求項
６又は７に記載の吸引取付具。
【請求項９】
　前記貫通路（５）は内周を有し、前記ポート（８）は、前記内周の少なくとも四分の三
の回りに延在する請求項１から８のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１０】
　前記ポート（８）は、前記内周の全体回りに延在する請求項９に記載の吸引取付具。
【請求項１１】
　前記出口（７）に連結される収集容器（１５）を具備する請求項１から１０のいずれか
１項に記載の吸引取付具。
【請求項１２】
　前記貫通路（５）は、前記吸引入口（６）から前記出口（７）へ実質的に真っ直ぐであ
る請求項１から１１のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１３】
　前記貫通路（５）は、前記出口（７）へ向けて広がる請求項１から１２のいずれか１項
に記載の吸引取付具。
【請求項１４】
　前記ポート（８，５８）と前記吸引入口（６，５６）との間に延在する尾部を具備する
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請求項１から１３のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１５】
　前記尾部は前記貫通路（５）の一部を構成する請求項１４に記載の吸引取付具。
【請求項１６】
　前記貫通路（５）は内径を有し、前記ポート（８）は、前記貫通路（５）に沿って前記
内径の少なくとも半分を、前記吸引入口（６）から離間させられる請求項１から１５のい
ずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１７】
　前記尾部は、前記貫通路（５，５５）の内径の少なくとも半分に沿って前記貫通路（５
，５５）を構成する請求項１４による請求項１６に記載の吸引取付具。
【請求項１８】
　二つの相互係合部材（８０，８３）と、挿入部材（８１）と、前記貫通路（５５）の一
部を構成する通路部材（８２）と、から形成され、前記挿入部材（８１）及び前記通路部
材（８２）は、前記相互係合部材（８０，８３）の間に捕えられて保持され、前記相互係
合部材の間に、前記ポート（５８）の壁を構成する請求項１から１７のいずれか１項に記
載の吸引取付具。
【請求項１９】
　送風機（２）と、請求項１から１８のいずれか１項に記載の吸引取付具（１）との組み
合わせであって、前記送風機（２）の空気出口（１０）は、前記吸引取付具（１）の前記
空気入口（４）に連結される組み合わせ。
【請求項２０】
　圧縮空気源（２）と、前記圧縮空気源（２）に連結された空気入口（４）を有する流入
空気通路（３）と、吸引入口（６）から出口（７）への貫通路（５）と、を具備する吸引
装置であって、前記流入空気通路（３）は前記貫通路（５）のポート（８）において終端
し、前記ポート（８）は、前記貫通路（５）を通って前記吸引入口（６）から離れる方向
に前記流入空気通路（３）からの空気流を向けるように位置させられ、前記貫通路（５）
は内周を有し、前記ポート（８）は前記内周の少なくとも四分の三の回りに延在する吸引
装置。
【請求項２１】
　前記ポート（８）は、前記内周の全体回りに延在する請求項２０に記載の吸引装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送風機（blower）のための吸引取付具、及び、関連する吸引装置、取付部、
及び、一般的には、限定的ではなく、庭のごみの収集に適する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　庭用吸引装置が、公知であり、一般的に、収集通路内へごみを吸引して、再利用可能な
布袋のような収集室内へごみを溜めるように配置された低圧源を具備する。一般的に、こ
の低圧源は、回転ファン又は他のこのような羽根車である。
【０００３】
　このような装置の機能は、二種類に分けることができる。第一の種類は、「汚れファン
（dirty fan）」装置と称されることができ、ごみが収集通路と収集室との間のファンを
通過する。しかしながら、これは、ごみがファンに付着する可能性があることを意味し、
潜在的な性能低下を引き起こす。濡れ葉のような湿った付着性のあるごみは、ファンを完
全に止める可能性があり、使用者がファンから手で阻害物を取り除かなければならないこ
とを意味する。ファンを通過する硬い物は、ファンの羽根に衝突して、事によるとファン
を破損する可能性がある。
【０００４】
　例えば、米国特許第５６３８５７４号では、このような「汚れファン」吸引装置を、吹
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出管を吸引管と交換することによって吸引装置へ変えることができる送風機の形態を提供
することが公知となっている。一般的に、これは、使用者にとって実際的に扱い難くかつ
時間浪費である、吸引装置を形成するための送風機の改造を必要とする。
【０００５】
　第二の種類の「汚れなしファン（clean fan）」装置は、（流動流体が圧力を低下する
ことを述べるベルヌーイの原理に則して）負圧を形成して、吸引を提供するのにその負圧
を使用するために、吸気流を使用する。このような装置は、Ｐ－２００７／００９２とし
て公開されたセルビア特許出願に述べられている。このような装置は、ごみが、ファンを
通過することを必要とせず、一般的に、ファンを通過しない利点を有する。
【０００６】
　しかしながら、このような装置の効率及び適用性を改善することは常時望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第５６３８５７４号明細書
【特許文献２】セルビア特許出願第Ｐ－２００７／００９２号明細書
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の第一態様により、送風機のための吸引取付具が提供され、この吸引取付具は、
　空気入口を有する流入空気通路と、
　吸引入口から出口への貫通路と、を具備し、
　流入空気通路は貫通路の孔部において終端し、孔部は、貫通路を通って吸引入口から離
れる方向に流入空気通路からの空気流を向けるように位置させられ、空気入口は、取り外
し可能で再係合可能なように、送風機の空気出口に取り付けられることができる取付表面
を有する。
【０００９】
　このように、この吸引取付具は、吸引ごみ収集装置を提供するために、送風機に取り付
けられることができる取付具を提供する。こうして、二つの別々の装置を設ける必要がな
く、使用者は、ごみを吹き飛ばすことが必要であるときのために使用されることができる
送風機を有することができ、次いで、ごみを収集することが望まれるときには、送風機を
吸引ごみ収集装置へ変えることができる。さらに、送風機を吸引装置へ変えるために必要
である全ては、送風機の出口に吸引取付具の空気を係合することであり、送風機の複雑な
改造は必要なく、送風機は依然として「汚れなしファン」の原則で作動する。
【００１０】
　流入空気通路は、貫通路の少なくとも一部分を取り囲む外郭部を具備しても良く、貫通
路及び外郭部は、断面において、長円形、楕円形、又は、丸い角部を有する矩形又は正方
形であることもできるが、外郭部及び貫通路のこの一部分は、一般的に、円筒状及び同軸
状の少なくとも一方である。流入空気通路は、空気入口と外郭部との間の流入管を具備し
ても良い。
【００１１】
　流入管及び外郭部は、一般的に、内側断面積を有し、流入管の内側断面積は外郭部と貫
通路の一部分との間に形成される環状部の内側断面積より小さく、流入空気通路は流入管
と外郭部との間の変移部を具備し、変移部は流入管の断面積から外郭部の断面積へ滑らか
に変化する断面積を有している。これは、空気入口（及び、送風機のファンなど）におけ
る背圧を低下するように、空気速度の徐々の低下を可能とする。流入管は、円形、長円形
、楕円形、又は、丸い角部を有する四角形又は正方形のような任意の所望断面形状であっ
て良い。
【００１２】
　流入空気通路は、一般的に、恐らく流入空気通路の外側表面に沿って測定されるように
、９０より大きく孔部（port、ポートともいう）を通り方向変換しても良い。流入空気通
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路は、孔部を通り滑らかに方向変換しても良い。ここでは、「滑らかに」によって、著し
い乱流を形成しないような十分な滑らかさを意味することができる。このように、孔部は
、孔部の出口の幅ｗより大きな曲率半径ｒ1（一般的には、孔部の中心線に沿って測定さ
れる）を有する。
【００１３】
　貫通路は、一般的に、内周を有し、孔部は、この内周の少なくとも四分の三の回りに、
好ましくは、内周全体回りに（実質的に）延在しても良い。これは、滑らかな空気流を提
供することが見出されており、さらに、孔部が貫通路回りに著しい非対称性を提供する場
合に側面に押し付けられることなく、むしろ、ごみが優先的に貫通路の中央に持ち上げら
れるであろうことを意味する。
【００１４】
　出口に連結されて、貫通路を通過する空気に乗せられたごみが収集されることができる
収集容器が存在しても良い。収集容器は、入口から流出する空気が逃げることを可能とす
るが空気に乗るごみを保持する織物材料のような柔軟な材料から形成された袋を具備して
も良い。選択的に、収集容器は、穴明き箱又はごみを空にするために開けられることがで
きるような他の容器であっても良い。
【００１５】
　貫通路は、出口へ向けて広がっても良いが、吸引入口から出口へ、一般的に真っ直ぐ、
又は、少なくとも実質的に真っ直ぐであろう。（実質的に）真っ直ぐな貫通路を有するこ
とは、より少ないごみしか貫通路の内壁に衝突せず、びん又は缶のようなより長い物は、
貫通路を通る通路上の任意の障害なしに吸引されるかもしれないことを意味する。出口へ
向けて貫通路を広げることは、もし貫通路が出口への同じ幅の全体通路を有するよりも良
好な吸引性能を与えるであろう。例えば、もし貫通路の断面積が１００％増加するならば
、いわゆる出口損失（outlet loss）は、出口において広げられていない貫通路の場合よ
り、７５％程度小さくなるかもしれない。一般的に、通路が広げられる場合には、貫通路
の中心軸線に対する貫通路の内壁の傾斜角度は、５度と２０度との間であって良い。
【００１６】
　貫通路は内径を有し、孔部は、吸引入口から、貫通路に沿って少なくともこの内径の半
分又は一つ分を離間させられる。これは、潜在的に、入口と孔部との間の距離が、もし空
気が孔部において直接的に吸引されるよりも、吸引空気が滑らかな流れであることを可能
とするので、より強い吸引力を提供することが見出されている。
【００１７】
　取付具は、孔部と吸引入口との間に延在する尾部を具備しても良く、この尾部は、好ま
しくは、貫通路に沿って貫通路の内径の一つ分でないとしても少なくとも半分に渡って、
貫通路の一部を構成するかもしれない。この尾部は、前述の滑らかな流れを達成すると共
に、特に簡単で軽量の構造であることが見出されている。
【００１８】
　取付表面は、差し込み又はねじ込み係合のような送風機のための取り外し可能な係合を
提供するために形成されても良い。選択的に、取付表面は、簡単な締りばめ（simple int
erference）又は摩擦係合部、スナップ係合部、又は、クランプを設けても良い。
【００１９】
　取付具は、二つの相互係合部材と、挿入部材と、貫通路の一部を構成する通路部材と、
から形成されて良く、挿入部材及び通路部材は、相互係合部材の間に捕えられて保持され
、相互係合部材の間に、一般的には方向変換のための孔部の壁を構成する。一般的に、挿
入部は、方向変換のための外側の孔部の壁を構成しても良く、通路部材の先端縁部は、方
向変換のための内側の孔部の壁を形成しても良い。通路部材は、孔部と出口との間の貫通
路の一部を構成しても良い。挿入部は、通路部材から挿入部を離間させるように作用する
離間部が設けられても良く、離間部は、先端縁部と相補的に形成される。
【００２０】
　相互係合部材は、ねじ式又はねじ込み係合であっても良い。通路部材は、貫通路が円筒
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状である場合に、円筒状であっても良い。
【００２１】
　本発明の第二態様により、送風機と本発明の第一態様による吸引取付具との組み合わせ
が提供され、この組み合わせにおいて、送風機の空気出口は、吸引取付具の空気入口に連
結される。
【００２２】
　こうして、共に連結される送風機及び取付具が提供される。送風機は、背負い式送風機
であっても良く、これは、一般的に、バックパックのように使用者の背中に着用される。
これは、特に、このような製品の職業使用者にとって、現存の手で保持する庭用吸引装置
の重量を担持するより、より人間工学的である。
【００２３】
　本発明の第三態様により、圧縮空気源と、圧縮空気源に連結された空気入口を有する流
入空気通路と、吸引入口から出口への貫通路と、を具備する吸引装置が提供され、ここで
、流入空気通路は貫通路の孔部において終端し、孔部は、貫通路を通って吸引入口から離
れる方向に流入空気通路からの空気流を向けるように位置させられ、貫通路は内周を有し
、孔部は貫通路内周の少なくとも四分の三の回りに延在する。
【００２４】
　これは、滑らかな空気流を提供することが見出されており、さらに、孔部が貫通路回り
かなり非対称に設けられる場合と同様に側壁に対して押圧されるよりむしろ、ごみが優先
的に貫通路の中央を持ち上げられるであろうことを意味する。
【００２５】
　好ましくは、孔部は貫通路内周全体回りに延在する。
【００２６】
　この吸引装置は、本発明の先の二つの態様を参照して前述された選択的な特徴のいずれ
かを有しても良い。
【００２７】
　例示としてのみ添付図面を参照して、本発明の実施形態が後に続いて述べられる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第一実施形態による吸引取付具の斜視図を図示する。
【図２】図１の吸引取付具の断面を図示する。
【図３】使用者によって使用されている図１の吸引取付具を図示する。
【図４】図１の取付具の一部の拡大断面を図示する。
【図５】どのように図１の取付具が三つの別々の型成形品から形成されるかの断面斜視図
を図示する。
【図６】図１の取付具を通る空気流のシミュレーションを図示する。
【図７】本発明の第二実施形態による吸引取付具の分解図を図示する。
【図８】図７の吸引取付具の断面斜視図を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の第一実施形態による吸引取付具１が、図１から５に図示されている。この取付
具１は、吸引入口６と出口７との間の貫通路５を形成する型成形されたプラスチック本体
を具備する。貫通路５は、好ましくは、円筒状であるが、例えば長円又は楕円のような他
の断面形状を有しても良い。この貫通路の穴は、ごみを乗せた空気が貫通路５を通過して
、ごみの通路にできる限り少しの邪魔物しか残留させないことが好ましいために、全体的
に真っ直ぐである。
【００３０】
　取付具の型成形は、さらなる通路の流入空気通路３も形成する。これは、空気入口４に
おいて始まり、この位置において、管の形状を有する。この流入管１３は、好ましくは、
円筒状であるが、長円、楕円、又は、正方形のような他の断面形状を有しても良い。流入
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空気通路３は、変移部（transition portion）１４を介して貫通路５の一部分１２を取り
囲む外郭部１１へ続く。外郭部１１は、好ましくは、貫通路５と同形状を有し、すなわち
、もし、貫通路５が円筒状であるならば、外郭部１１は円筒形状である。さらに、外郭部
１１は、一部分１２を同軸に取り囲んでも良い。吸引性能における損失を回避するために
、流入管１３の内側断面積Ａ1は、外郭部１１と貫通路５の一部分１２との間に形成され
る環状部の内側断面積Ａ2より小さい。環状部の内側断面積Ａ2は、孔部８の上流側で、す
なわち、流入空気通路３が狭くなる前において、測定される。
【００３１】
　変移部１４は、流入管１３と外郭部１１との間において断面積を滑らかに増大し、さら
に、貫通路と平行であるがオフセット（変位）する流入管１３の一部分から外郭部１１回
りに同軸に巻き付けられるように、流入空気通路３を変化させる。この滑らかな変移（tr
ansition）を維持することは、乱流を低減することによって性能を改善し、取付具を横断
する圧力損失（pressure drop）を低く維持し、これは以下に述べる利点を有する。
【００３２】
　流入空気通路３は、流入空気通路が貫通路５へ入り込む孔部（port、ポート）８におい
て終端（terminate）する。流入空気通路は、孔部を流れる空気速度の増大を引き起こす
ように孔部８へ働きかけるように、流入空気通路の断面積は減少する。空気が孔部を通過
するときに、空気流は、好ましくは少なくとも１３５°だけ方向変換し、それにより、孔
部を通過する空気流は、一般的な出口７の方向において貫通路５内へ噴出される。重ねて
繰返すと、方向変換は滑らかであり、ここで、方向変換のための内側の孔部の内側表面部
１６は、孔部８の出口の幅ｗより大きな曲率半径ｒ1を有する。添付図面における図４の
断面に図示された孔部は、添付図面における図５に図示された断面図に見られることがで
きるように、貫通路５の内周回に延在する。
【００３３】
　貫通路５は、孔部から両方向に、吸引入口６へ向けて延在する尾部２３の場合において
内側貫通直径の少なくとも半分は延在する。尾部（tail port）２３の存在は、外郭部１
１及び一部分１２が、尾部２３と同じ範囲にまで延在する場合よりも、より簡単でより軽
量の構造を与える。出口７は、収集袋１５のための固定留め金１８を有する。
【００３４】
　空気入口４は、送風機２の空気出口１０に取り付けられることができる取付表面９を有
する。この取付表面９は、送風機及び取付具の取り外し可能で再係合可能な連結方法を可
能とし、それにより、取付具１は、ごみを吸引することが望まれるときには、送風機２へ
取り付けられることができる。本実施形態において、連結方法は、入口４を出口１０上に
共に維持する任意の適当な連結方法が使用されることができるが、バイヨネット継手（ba
yonet-style coupling）として図示されている。
【００３５】
　使用に際して、送風機２は、入口４への空気流を提供するであろう。この空気は、まだ
、空気に乗る任意のごみを有しておらず、それにより、送風機のファンは、空気流内のこ
のようなごみに対して保護される必要のない「汚れなし」ファンである。空気は、流入空
気通路３を通過し、孔部８を通って貫通路５内へ流出するであろう。流入空気通路３の構
造は、孔部８において空気の均一分散を与える。
【００３６】
　流動空気流は、局部的な空気圧力の低下を引き起こすであろう、それにより、出口７へ
向けられた孔部８からの流動空気流は、吸引入口６において圧力の低下を引き起こすであ
ろう。このようにして、空気が吸引入口６内へ吸引されることとなる。それにより、送風
機から空気入口４内へ導入される空気流の最終結果は、吸引入口６から出口７への空気流
である。
【００３７】
　吸引入口６の近傍に位置するごみ１７は、空気流に乗せられ、貫通路５を通り運ばれて
、出口７から押し出されるであろう、出口においては、収集袋１５に収集されることがで
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きる。それにより、ごみは、まったく送風機２に接触することはない。
【００３８】
　孔部８が貫通路の全周を覆うので、貫通路５を通る空気流は、添付図面の図６の空気流
シミュレーションに見られるように、比較的滑らかである。一秒当たり０．１９７キログ
ラムの空気流では、吸引入口６において測定される空気流の速度は、一秒当たり約２０メ
ートルであり、取付具の効果は、送風機によって発生される空気流の約１．７４倍で吸引
されることである。発生される吸引力は、多くの庭のごみ（濡れた葉など）を持ち上げる
のに十分であり、２００グラムを超える質量を有する飲物缶を拾い上げるのでさえ十分で
あり、それにより、この吸引力は、空の５００ミリリットルのビール又はソーダ缶を容易
に拾い上げることができる。このように、送風機と取付具との組み合わせは、手でのごみ
拾いよりむしろ競技場などを浄化するのに使用されることができる。このシミュレーショ
ンにおいてモデル化された取付具の試作品は、これらの予測より性能が優れていることが
見出されている。
【００３９】
　送風機２は、背負い式送風機であることができ、これは、送風機２及び取付具１の組み
合わせの重量の一部が使用者の背中にかけられることを可能とする。これは、比較的軽量
の取付具１及びもしかすると収集袋１５だけを、使用者によって手で担持させるように残
す。これは、先行技術におけるより人間工学的である。
【００４０】
　流入空気通路３の配置の効果の一つが取付具によって引き起こされる圧力低下を低減す
ることであることは、上述された。これは、送風機の背圧を低減し、こうして、送風機の
負荷を低減して、その効率及び耐久性の両方を改善するために、有利である。
【００４１】
　尾部２３を通って吸引入口６へ向けて孔部８から上流側のかなりの距離続く貫通路５の
存在は、貫通路５を通る空気流を滑らかにするように作用し、改善された及びこの延在が
ないよりも一致する吸引力を提供することが見出されている。
【００４２】
　添付図面における図５は、どのように取付具が三つの別々の型成形品として都合よく形
成されることができるかを図示している。第一型成形品２０は、孔部８の下流側の貫通路
５を形成し、それにより、出口７を含有しても良い。第一型成形品２０は、さらに、第二
型成形品２１のための支持ひれ部（support fin）１９を提供する。第二型成形品２１は
、流入通路３を形成し、第一成型品２０の上に成型される。その結果、外郭部１１と第一
型成形品２０との間の空間内に流入通路３の一部を構成するために、支持ひれ部が、第一
型成形品上に第二型成形品を支持する。最後に、第三型成形品２２は、二つ型成形品２０
，２１上に取り付けられることができるように型成形され、孔部８の上流側の貫通路５を
提供し、それにより、吸引入口６を含有する。
【００４３】
　第二型成形品２１にとって、第一型成形品２０上に気密取り付けされることが望ましく
、それにより、流入空気通路３からの空気流は、外郭部に流入するときに、孔部８へ向け
て滑らかに流れ、反対方向に反転せず（does not reverse direction）に乱流を引き起こ
さず、それにより、吸引効果を妨げない。
【００４４】
　本発明の第二実施形態による取付具５１は、添付図面における図７及び８に図示されて
いる。この実施形態において、上述された第一実施形態の取付具と等価な特徴部には、５
０だけ大きくされた対応する参照番号が与えられている。
【００４５】
　この実施形態の取付具の機能は、上述されたものと同一であり、空気入口５４へ吹き込
まれる空気は、流入空気通路５３及び孔部５８を貫通路５５へ通過するであろう。これは
、吸引入口５６から出口５７へ貫通路５５を通り、吸引入口と出口との間でごみを乗せる
空気流を引き起こすであろう。この実施形態と第一実施形態との間の違いは、取付具５１
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【００４６】
　図５に関して上述されたような三つの型成形品から形成されるよりむしろ、本実施形態
の取付具５１は、以下のような幾つかの部品から形成される。
　孔部５８の上流側の貫通路５５を形成する尾部８０、
　孔部５８の壁の一部を形成する挿入部８１、
　孔部５８の下流側の貫通路の少なくとも一部を形成する上述されたような通路部材を形
成する筒状部材８２、及び、
　流入空気通路５３及び出口５７を形成する入口部８３。
【００４７】
　尾部８０及び入口部８３は、それらの間に挿入部８１と筒状部材８２とを捕えて保持す
るために、共にねじ込まれても、別の方法で互いに固定されても良い。挿入部８１及び筒
状部材８２は、孔部５８の壁を構成し、筒状部材８２が孔部５８を通る空気流の曲り内側
壁を提供し、挿入部８１が外側壁を提供する。
【００４８】
　挿入部８１には、筒状部材８２から挿入部８１を離間させる羽根部８５が設けられる。
羽根部は、筒状部材の湾曲先端縁部８６（すなわち、孔部５８の内側壁を提供する縁部）
に相補的であるように形成される。それにより、羽根部の形状は、筒状部材８２を挿入部
８１及び入口部８３と同軸に維持する助けとなる。挿入部８１及び筒状部材８２が筒状部
材８２から挿入部８１を離間させる羽根部８５に正確に整列されなければ、尾部８０は入
口部８３に正確にねじ込まれることができないであろう、それにより、部材が正確に整列
されないことは組立作業者に明らかになるであろう。装置が正確に組み立てられないとき
に明らかになるので、装置が組み立てられる精度を改善することになろう。さらに、先の
実施形態の支持ひれ部１９は、もはや必要とされない。
【００４９】
　もう一つの実施形態において、挿入部及び尾部は別々である必要がないために、挿入部
８１は、尾部８０と一体に形成されることができることが注記される。
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機（２）を吸引装置へ変えるための吸引取付具（１）であって、
　空気入口（４）を有する流入空気通路（３）と、
　吸引入口（６）から出口（７）への貫通路（５）と、を具備し、
　前記流入空気通路（３）は前記貫通路（５）のポート（８）において終端し、前記ポー
ト（８）は、前記貫通路（５）を通って前記吸引入口（６）から離れる方向に前記流入空
気通路（３）からの空気流を向けるように位置させられ、前記貫通路（５）は内周を有し
、前記ポート（８）は、前記内周の少なくとも四分の三の回りに延在し、前記空気入口（
４）は、取り外し可能で再係合可能なように、前記送風機（２）の空気出口（１０）に取
り付けられることができる取付表面（９）を有する吸引取付具。
【請求項２】
　前記流入空気通路（３）は、前記貫通路（５）の少なくとも一部分（１２）を取り囲む
外郭部（１１）を具備する請求項１に記載の吸引取付具。
【請求項３】
　前記外郭部（１１）及び前記貫通路（５）の前記一部分（１２）は、円筒状及び／又は
同軸状である請求項２に記載の吸引取付具。
【請求項４】
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　前記貫通路（５）は、長円や楕円形のような他の所望の断面形状を有している請求項２
に記載の吸引取付具。
【請求項５】
　前記流入空気通路（３）は、前記空気入口（４）と前記外郭部（１１）との間の流入管
（１３）を具備する請求項２から４のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項６】
　前記流入管（１３）は、好ましくは円筒状であって、円形、長円、正方形、四角形、丸
い角部を有する正方形のような所望の断面形状を有している請求項５に記載の吸引取付具
。
【請求項７】
　前記流入管（１３）及び前記外郭部（１１）は、内側断面積（Ａ1，Ａ2）を有し、前記
流入管（１３）の内側断面積（Ａ1）は前記外郭部（１１）の前記内側断面積（Ａ2）より
小さく、前記流入空気通路（３）は前記流入管（１３）と前記外郭部（１１）との間の変
移部（１４）を具備し、前記変移部（１４）は前記流入管（１３）の断面積から前記外郭
部（１１）の断面積へ滑らかに変化する断面積を有している請求項５に記載の吸引取付具
。
【請求項８】
　前記流入空気通路（３）は、前記ポート（８）を通り９０度より大きく方向変換する請
求項１から７のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項９】
　前記流入空気通路（３）は、前記ポート（８）を通り滑らかに方向変換する請求項８に
記載の吸引取付具。
【請求項１０】
　前記ポート（８）は、前記ポートの出口の幅ｗより大きな曲率半径ｒ1を有する請求項
８又は９に記載の吸引取付具。
【請求項１１】
　前記ポート（８）は、前記内周の全体回りに延在する請求項１に記載の吸引取付具。
【請求項１２】
　前記出口（７）に連結される収集容器（１５）を具備する請求項１から１１のいずれか
１項に記載の吸引取付具。
【請求項１３】
　前記貫通路（５）は、前記吸引入口（６）から前記出口（７）へ実質的に真っ直ぐであ
る請求項１から１２のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１４】
　前記貫通路（５）は、前記出口（７）へ向けて広がる請求項１から１３のいずれか１項
に記載の吸引取付具。
【請求項１５】
　前記貫通路（５）の内壁の前記貫通路（５）の中心軸に対する傾斜角度は５度から２０
度の間である請求項１４に記載の吸引取付具。
【請求項１６】
　前記ポート（８，５８）と前記吸引入口（６，５６）との間に延在する尾部（２３）を
具備する請求項１から１５のいずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１７】
　前記尾部（２３）は前記貫通路（５）の一部を構成する請求項１６に記載の吸引取付具
。
【請求項１８】
　前記貫通路（５）は内径を有し、前記ポート（８）は、前記貫通路（５）に沿って前記
内径の少なくとも半分を、前記吸引入口（６）から離間させられる請求項１から１７のい
ずれか１項に記載の吸引取付具。
【請求項１９】
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　前記尾部（２３）は、前記貫通路（５，５５）の内径の少なくとも半分に沿って前記貫
通路（５，５５）を構成する請求項１７による請求項１８に記載の吸引取付具。
【請求項２０】
　二つの相互係合部材（８０，８３）と、挿入部材（８１）と、前記貫通路（５５）の一
部を構成する通路部材（８２）と、から形成され、前記挿入部材（８１）及び前記通路部
材（８２）は、前記相互係合部材（８０，８３）の間に捕えられて保持され、前記相互係
合部材の間に、前記ポート（５８）の壁を構成する請求項１から１９のいずれか１項に記
載の吸引取付具。
【請求項２１】
　請求項１から２０のいずれか１項に記載の吸引取付具は、一体係合する少なくとも三つ
の別々の型成形品（２０，２１，２２）で形成される吸引取付具。
【請求項２２】
　２番目の型成形品は、１番目の型成形品にわたって気密である請求項１から２１のいず
れか１項に記載の吸引取付具。
【請求項２３】
　送風機（２）と、請求項１から２２のいずれか１項に記載の吸引取付具（１）との組み
合わせであって、前記送風機（２）の空気出口（１０）は、前記吸引取付具（１）の前記
空気入口（４）に連結される組み合わせ。
【請求項２４】
　圧縮空気源（２）と、前記圧縮空気源（２）に連結された空気入口（４）を有する流入
空気通路（３）と、吸引入口（６）から出口（７）への貫通路（５）と、を具備する背負
い式の吸引装置であって、前記流入空気通路（３）は、前記貫通路（５）の内周回りに延
在する一つのポート（８）において終端し、前記ポート（８）は、前記貫通路（５）を通
って前記吸引入口（６）から離れる方向に前記流入空気通路（３）からの空気流を向ける
ように位置させられ、前記ポート（８）は前記内周の少なくとも四分の三の回りに延在す
る吸引装置。
【請求項２５】
　前記ポート（８）は、前記内周の全体回りに延在する請求項２４に記載の吸引装置。
【請求項２６】
　送風機（２）を吸引装置へ変えるための請求項１から２２のいずれか１項に記載された
吸引取付具の使用。
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